
環境 社会

経済

2019年「SDGs未来都市・自治体 SDGs モデル事業」に下記内容で採択される。南砺市エコビレッジ構想をベースとし、2030年にありたい姿とな

る世界に発信する「南砺版エコビレッジ」の実現を目指し、「心豊かな「結」と「土徳」のまち創造／多様な仕事を育む地域課題解決のまち創造／南
砺版エコビレッジによる新しいライフスタイルのまち創造／文化・芸術・景観・ひとが紡ぐ交流のまち創造」のビジョン実現を加速する取組を推進す
る。そのためこれまでのSDGs貢献事業を継続拡大し深化、加速する「環境・社会・経済」の3側面を統合する3つの基盤となる取組を実施

南砺市SDGs未来都市の取組

活動2：自治組織を形成す
ることにより、あらゆる世
代が交流する機会がつく
られ、地域の自然と地域
文化や考え方の継承が期
待できる他、地域への理
解促進にともなった地域
への愛着の醸成が期待で
きる。以下の事業の深化。
・地域包括ケアシステム

なんと未来支援センター

地域づくり
協議会

企業

南砺幸せ未来基金

活動1：土徳文化により
目指す一流の田舎

活動2：新たな住民自治・
小規模多機能自治

活動3：コミュニティファンド・
南砺幸せ未来基金

活動1：伝統工芸品を磨き上げることや
文化芸術を発信することによって、外
貨の獲得が期待できる。
・桜ヶ池合掌造り家屋「かず良」での人
材育成

活動2：同事業で抽出された課題を解決する際に新たな
雇用が生まれることや課題解決に伴った地域住民の生
きがいが醸成されることが期待できる。
・オーガニック街道の整備
・南砺ブランド商品開発支援事業

活動3：地域貢献商品化への投資など、あらゆる人の
チャレンジについて経済的な支援を行い、地域経済の
活性化及び生きがいの醸成への貢献が期待される。
・空き家活用型しごとの場創出支援事業
・クリエイター育成マッチング事業
・なんとポイント事業

活動1：魅力ある地域を発信する
ことによって交流人口の増加が
期待できる。また市民一人一人
が地域に対する誇りを持つことが
でき、それが将来を担う人材育成
に寄与することが期待できる。
・ふるさと教育推進事業
・世界遺産合掌造り家屋の保存、
茅場再生
・学校間をつなぐ遠隔協働学習事業

活動3：ファンドの資金
援助によって課題解
決が促進されることが
期待され、暮らしやす
い社会の構築に貢献
する。
・世界遺産合掌造り
家屋の保存、茅場再
生

活動1：昔ながらの手仕事を再
評価することによって、自然と
の共生を意識することが期待
できる。
・エコビレッジ部活動
・森里川海の連携「マイクロプ
ラスチック、海洋汚染抑制」
・いのちの森をつなぐ次世代
人材の育成「森の学校」「森の
保育園」創設

活動3：環境に配慮した
事業へ支援することに
よって市民に環境保全
への意識付けを行うこと
が期待できる。
・森林資源エコシステム
構築事業
・新たな暮らし方の提案
「エコビレッジ住宅ゾーン
事業

活動2：本組織を媒
体とした地域単位
の活動により美化
活動の推進が期待
される。また環境保
全の意識の高まり
によってごみの減
量化、資源化を促
進することが期待
できる。
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環境・社会・経済
3側面の取組

EPO中部：原（2019）

｢南砺市版エコビレッジ事業｣の更なる深化 ～域内外へのブランディング強化と南砺版地域循環共生圏の実装～ （富山県南砺市）


